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１．研究計画の概要 

 
中央アジアでは、衛生状態が悪いことから

皮膚真菌症の患者が多く、とくに子供におい
ては頭部白癬が頻繁に見られ、社会問題とな
っている。また、近年、エイズ患者など免疫
不全患者の増加にともない、真菌症も増加し
ている。この地域の真菌症原因菌の遺伝子型
を西洋、日本の株と比較研究し、歴史的なヒ
トの変遷と病原真菌の生態との関連を明ら
かにする。 

また、近年、中国とは人的交流は活発にな
り、穀物、野菜、果物、食肉、魚肉、加工食
品など多くの食品が輸入され、さらに鳥類、
爬虫類、小動物もペットとして輸入されてい
る。これら食品汚染や真菌症の原因となりう
る真菌の多様性、生態系を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1) 調査期間は平成 18 年は 9 月に 10 日間、
平成 19 年は 9 月に 4 日間、平成 20 年は 10
月に４日間、場所は中国新疆ウイグル自治区
の半砂漠やサバナなど乾燥地帯を中心に実
施した。調査には新疆医科大学 恵教授、
Paride Abliz 助教授が同行し、採集地選択
の助言、現地案内人と意志の疎通を図った。 
 
(2) 試料採集後、新疆医科大学の研究室で土
壌から、希釈平板法およびエタノール処理法
によって病原真菌関連菌、マイコトキシン生
産菌およびそれらの関連真菌などを分離し
た。 
 
(3) 病原性 Aspergillus のうちとくに、薬剤

感受性が異なるため臨床上重要である A. 
lentulus、A. udagawae など非典型的な A. 
fumigatus を中心に分離を実施した。さらに、
近 年 、 新 種 と し て 報 告 さ れ た A. 
fumigatiaffinis も分離された。Aspergillus
の有性型である Neosartorya、Emericella 属
においては、千葉大学真菌医学研究センター
で、分子系統的な検討、電子顕微鏡による微
細構造の検討を実施した。 
 
(4) Fonsecaea 属は、黒色真菌の 1 種であり
表在性真菌症原因菌として重要である。日本
産および中国産の F. pedrosoi において 
ITS 領域による系統解析を実施し、de Hoog 
等 (2004) のデータを検証した。その結果、
日本、中国産の F. pedrosoi は彼らの提唱
する F. monophora と同一種内のクラスター
として 1 つにまとまった。さらに、 F. 
monophora の種内において系統が 3 つに分
かれ、分離地域との関連みられ、日本、中国
産の株は、他の地域産の株と別系統であるこ
とがわかった。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
（理由） 
(1) 2008 年、北京オリンピック時に新疆自治
区でテロ事件が発生し、外務省から危険警告
が発令され、やむをえず現地調査日程を変更
した。しかし、それ以外の調査は新疆医科大
学の協力もあり、順調に進み、大きなトラブ
ルはなく、本研究を遂行するための予定のサ
ンプル数が確保できている。 



 本研究の実施にあたり、新疆医科大学を通
じてウイグル自治政府の許可を得て共同で
調査を実施している。 
 
(2) 病原性 Aspergillus のうち、A. lentulus、
A. udagawae、A. fumigatiaffinis など非典
型的な A. fumigatus が生活環境中から日本
よ り も 高 頻 度 で 分 離 さ れ 、 病 原 性
Aspergillus の地域的分布の相違が明らかに
なった。これらの菌種は、薬剤感受性が異な
るため臨床上重要であるため、その生態を明
らかにすることは意義がある。また、それら
が真菌症原因菌として分離された場合は、治
療上、迅速かつ正確に同定することが求めら
れている。 
 
(3) 病原性 Aspergillus の関連種である
Neosartorya の新種と思われる 5 菌種が分離
され、新種としての提唱を検討している。近
年、本属に属する菌種が真菌症原因菌として
報告され、今後、原因菌の同定を正確に実施
すれば、その症例数は増加すると考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
(1) 臨床および生活環境から分離された非
典型的な A. fumigatus の薬剤耐性などの性
状を明らかにする。さらには、得られた分類
学的知見から迅速同定法、検出法の検討を実
施する。有効な同定法、検出法が開発された
場合は、発明特許出願も視野に入れて検討を
実施する。 
 
(2) Neosartorya の新種と思われる 5 菌種に
おいては、分子系統、微細構造などさらに詳
細な検討を実施し、新種としての妥当性が明
らかになれば、論文発表する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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